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は、私に会う度に彼女が かに美しいかをうっとりと描写し、二人の愛がど ほど深いかを語り、さらには彼女への想 を詠った詩の朗読を私に聞かせ始める だっ 。
しかしＡは焦っていた。ガザではいわゆ
る恋愛結婚は珍しく、親の主導で選んだ相手と結婚するのが一般的だ。早く婚約をしないと他の男性に彼女を奪われてしまう。だが無職男によろこんで娘を嫁がせよ という親が るはずもな 。パレスチナでは男性にとって結婚は非常に高くつくのだ。職ナシのＡには 式すら挙げられない。
ところがその後、アラーの思し召しかＡ

































の息子にふさわしい娘はいないか」と聞て回るところから始ま た。そして白羽の矢の立った娘の家に母親が訪れ、息子 婚活中の旨を伝える。それを相手が承諾すば、次は素行調査。お相手のご近所、勤め先もしくは通学先などに探りを入れる。娘本人のみならず家柄についてもチェックかつての苦い記憶ゆえ、今回のＡの嫁探しでは難民の娘以外は対象外との と。
娘の評判に問題がなければ、改めて母親















かなりの金持ちだった。家族間の経済格差は結婚にとって好ましくないとＡは考えている。中流のＡ 一家からするとマイナス一ポイント。さらに娘は頭髪を隠すスカーフをしていない。マイナス二ポイント。Ａが率直に「スカーフをしないのであれば妻にはできない」と言うと、娘 返事は「堅いことは言わずに、それはおいお 話し合いましょう」 。これがダメ押し なり、Ａはこの話を丁重にお断りした。
二人目。この娘はルックスも身だしなみ














に嫁は見つからず。だがＡ つてのようなうっとりとした遠い目をして言うのだった。 「次こそは運命の人の予感がする…」 。もっとも、 選ぶのはＡの側のみな ず、当然ながら女性側 厳 い目でＡを見定めているはずだ。ど なる とやらだが、Ａの厳しい要求をクリアした素敵な女性を紹介してもらう日を、私は楽しみに待ってる。
（おおつき
　
けいすけ／ジャーナリスト）
店頭に並ぶヒジャーブ(女性の被るスカーフ）
